沖縄・辺野古沿岸域への新米軍基地建設を許さないために

沖縄県知事と県環境審査会に対し、やり直し新基地建設環境影響評価「方法書」の厳正な審査を求める声を集中しましょう！

　

沖縄県・仲井真弘多知事は、21日、政府・防衛局の新米軍基地建設に関する環境影響方法書に対し、書き直しを求める「知事意見」を提出しました。これは、県環境影響評価審議会が、方法書のずさんさを批判し、書き直しと再審査を求める答申（16日）を行ったことにもとづくものです。

　しかし知事は、政府・防衛局が「方法書」を書き換えてきたら、これを「公告縦覧」の手続きは省き、「県及び審査会に報告・協議した上で最終的に決定」するとしています。

　しかし、環境審査会審議の最終局面で防衛局が出してきた補充資料は150ページに及ぶものです。その中では、1700万立方メートルもの土砂を沖縄周辺海底から掘り出し埋め立てるという、重大な内容も初めて明らかになりました。このことをはじめ、「方法書」の変更は重大な内容であり、厳正な審査をやり直すのが当然です。これをやらないのは、「2月から環境アセス調査を始める」という政府・防衛局のスケジュールに合わせるものと言われても仕方ありません。

　このようなこと許してはなりません。

　政府・防衛局は1月末にも改訂「方法書」を提出しようとしているといわれています。知事と県環境審査会に対し、「方法書」を公告縦覧することも含め、厳正な審査を行うことを求めましょう！

　★全国から声を――
●沖縄県知事・仲井真弘多殿へ（ファックス098-866-2467）＝「再提出される政府・防衛局の普天間基地代替施設建設に関わる環境影響評価方法書を、公告縦覧も含む厳正な審査で審理されることを求めます。また、県環境審査会が求めた環境現況調査の中止を求めてください。」

●沖縄県環境影響評価審査会殿へ（会長・津嘉山正光琉球大学名誉教授　ファックス098-866-2240）＝「この間の環境と住民生活を守る立場からの真剣な審議に心から敬意を表します。貴審査会が行った答申に基づき、仲井真知事は普天間基地代替施設建設に関わる環境影響評価方法書の書き直しを求めました。しかし、公告縦覧も含む厳正な審査をしようとしておりません。私たちは本来、環境を保護する厳正な審査のために、公告縦覧も行われるべきと考えます。貴審査会が引き続き厳正に審理される立場から、このことを実現される努力を尽くされますよう、心から期待いたします。」

